
























































参考資料-１ 

解体、撤去対象設備の説明 

 

本資料は、燃料ホットラボ施設(以下、F棟という)及びウラン実験施設(以下、U棟という)における非常用発電

機(以下、EGという)の更新に伴う設備の解体・撤去の方法をまとめたものである。 

 

１.F棟 EG1号機の撤去及び処分方法について 

 

１）解体・撤去の目的 

設備名：EG1号機 

 

２）現在の設置場所 

F棟 2階 EG室 

 

３）解体・撤去の方法 

F 棟 2 階にて、既設 EG1 号機に接続された配管等を取り外した後に EG 本体を屋外へ搬出する。搬出した EG 本

体（燃料、潤滑油等含む）については、非管理区域に設置されていることから、非汚染物として適切に処分する。

新設 EGは、既設 EGの撤去が完了したのちに既設 EG跡地に据付を行うため、新設 EGが既設 EGから影響を受ける

ことはない。 

なお、停電等で EGから給排気設備等に電源供給が必要となった場合は、バックアップ機である EG2号機から電

源を供給する。 

 

２.U棟 EGの撤去及び処分方法等について 

１）解体・撤去の目的 

設備名：EG 

 

２）現在の設置場所 

機械棟 

 

３）解体・撤去の方法 

機械棟内にて U棟 EG機に接続された配管等を取り外した後に EG 本体を機械棟から屋外へ搬出する。撤去した EG

本体（燃料、潤滑油等含む）については、非管理区域に設置されていることから、非汚染物として適切に処分する。 

また、撤去前には既設 EGを停止したのちに、RI施設及び一般施設にて使用している EG(以下、新 EGという)へ電

源ケーブルを接続替えするため、既設 EGが他の設備に影響を与えることはない。 

なお、接続替え工事中に停電が発生した場合は、給排気設備に非常電源を供給出来なくなるため、該当する管理

区域内への立入を禁止することで対応する。 

EGの出力並びに RI施設及び一般施設の停電時負荷を表に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 非常用発電装置 出力・負荷表 

非常用発電機出力 

既設 EG出力：                 75 （kVA） 

新 EG出力  ：                200 （kVA） 

 

停電時負荷 

RI施設及び一般施設負荷：     57.8 (kVA) 

U棟負荷：                    52.5 (kVA)  

合計値            110.3 (kVA) 

 

新 EG出力：200(kVA)>停電時負荷：110.3(kVA) 

 



参考資料-２ 

更新設備の耐震計算書 

 

 本資料は、F棟及び U棟における非常用電源設備の更新に伴う耐震計算書をまとめたものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 F棟 非常用発電装置 耐震計算書 

分類Ⅰ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2 F棟 無停電電源装置 耐震計算書 

分類Ⅰ 



 

 

図 3 U棟 非常用発電装置 耐震計算書 


